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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

気
持
ち
い
い

に
っ
こ
に
こ 

」

道
路
で
あ
い
さ
つ

５ １１
648

　
全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
73

回
全
国
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
佐
々
木
祥
二
全
国
大
会
実

行
委
員
会
委
員
長
（
長
野
県
議

会
議
長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利

用
者
会
議
会
長
が
、
次
に
、
佐

藤
信
秋
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長
特
別
補
佐
（
参
議
院
議

員
）
、
丹
羽
克
彦
道
路
局
長

（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
が
挨

拶
を
行
っ
た
。

　
地
元
か
ら
は
阿
部
守
一
長
野

県
知
事
、
荻
原
健
司
長
野
市
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
議
長
に
は
、
檜
山
俊
宏
全
国

道
路
利
用
者
会
議
筆
頭
副
会
長

（
広
島
県
議
会
議
員
）
を
指
名

し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
佐
々
木
勝
全
国

大
会
実
行
委
員
会
委
員
（
長
野

県
佐
久
穂
町
長
）
か
ら
道
路
整

備
を
求
め
る
意
見
発
表
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
大
会
決
議
案

を
白
鳥
孝
全
国
大
会
実
行
委
員

会
委
員
（
長
野
県
伊
那
市
長
）

が
朗
読
し
、
全
員
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
の
一
部

改
選
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
来
年
度
の
第
74
回
全

国
大
会
に
つ
い
て
、
吉
田
満
青

森
道
路
利
用
者
会
議
会
長
（
青

森
県
深
浦
町
長
）
か
ら
発
言
が

あ
り
、
令
和
６
年
10
月
10
日
に

青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
中
島
一
夫
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
長

野
県
バ
ス
協
会
会
長
）
の
閉
会

の
辞
に
よ
り
大
会
が
終
了
し

た
。

　
大
会
後
、
峰
竜
太
氏
（
俳
優

・
タ
レ
ン
ト
）
に
よ
る
講
演
会

「
新
た
な
時
代
に
続
く
〝
み

ち
〟
　
～
よ
い
人
間
関
係
は
明

日
に
向
か
う
一
歩
～
」
が
行

わ
れ
、
終
了
後
に
、
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
道
路
視
察
が
行
わ
れ

た
。《

関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

　
本
日
は
、
大
変
ご
多
忙
の

中
、
阿
部
長
野
県
知
事
、
荻
原

長
野
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席

を
賜
る
中
に
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
と
ま
た
喜
び
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は

平
素
よ
り
、
道
路
整
備
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
道
路
利
用
者
会

議
の
各
般
の
事
業
に
大
変
な
ご

理
解
と
力
強
い
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め

て
会
を
代
表
し
お
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
、
実
行
委
員
会
委

員
長
の
佐
々
木
県
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
実
行
委

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
大
会
の

準
備
等
に
大
変
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
こ
の
よ
う
な
実
り
の
あ
る

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
が
申
す
ま
で
も
な
く
、
今

日
、
日
本
列
島
を
取
り
巻
く
自

然
環
境
は
極
め
て
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
毎
年
、

日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
甚
大
な

災
害
が
発
生
す
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
私
達
の
大
き
な
責
任

は
、
こ
の
甚
大
な
災
害
か
ら
国

土
を
守
り
、
国
民
の
生
活
を
守

り
、
子
供
達
の
健
全
な
る
育
成

に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
国
土
強

靱
化
は
、
着
実
に
５
か
年
の
加

速
化
を
は
じ
め
と
し
て
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
は
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
我
々
の
目
標
と
す
る
数

値
に
は
道
半
ば
で
あ
る
こ
と

も
、
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
先
の
通
常
国
会
に
お

き
ま
し
て
、
国
土
強
靱
化
基
本

法
の
改
正
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
時
に
、
道
路
整
備

の
特
別
特
措
法
が
改
正
さ
れ
、

高
速
道
路
の
有
料
料
金
の
延
長

を
図
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
信
秋
先
生
に
は
、
大
変
ご

苦
労
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告

申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
出

席
の
国
会
議
員
の
先
生
に
も
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
議
員
立
法

で
成
立
し
た
こ
と
に
、
あ
ら
た

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

先
人
や
先
達
の
知
恵
と
努
力
に

よ
っ
て
、
昭
和
24
年
の
戦
後
ま

も
な
く
、
「
道
は
命
、
道
は
国

の
力
な
り
」
を
理
念
と
し
て
創

立
を
さ
れ
て
、
今
年
で
75
年
を

迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
間
、
苦
難
の
道
の
り
で
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
皆
様
方
の

ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
り
、
今

日
を
迎
え
る
に
い
た
っ
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
国
土
の
安
全
・
安

心
は
、
私
達
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
の
大
き
な
使
命
で
あ
り

責
任
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
、
何
が
一
番
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
い
ろ
い
ろ
と
ご

意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
番
大
切
な
こ
と
は
税
源
の
確

保
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
に
国
会
が
召
集
さ

れ
ま
す
。
当
会
議
に
と
り
ま
し

て
も
、
極
め
て
大
事
な
時
を
迎

え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
時
に
私
は
、
全
国
道
路
利

用
者
会
議
の
活
動
の
根
底
に
あ

り
ま
す
政
治
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
ど
う
し
た
ら
結
集
で
き
る

の
か
、
ど
う
結
集
す
べ
き
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
時
代
の
要
請
に

応
え
、
当
会
議
も
皆
様
方
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
半
歩
、
一

歩
と
前
進
を
し
て
お
り
ま
す
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本

会
長
を
は
じ
め
、
バ
ス
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
の
３
団
体
の

皆
様
方
に
も
こ
の
会
に
ご
参
入

い
た
だ
き
、
力
と
英
知
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
新
し
い
力
、
活

動
の
根
底
に
あ
る
政
治
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
力
を
こ
れ
か
ら
も
発
揮

し
て
、
力
あ
る
全
国
道
路
利
用

者
会
議
に
向
か
っ
て
全
力
で
努

力
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
補
正
予
算
、
来
年
度
当
初
予

算
の
満
額
確
保
と
合
わ
せ
ま
し

て
、
政
治
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結
集

に
向
か
っ
て
、
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
協
力
と
お
力
添
え
を
賜
る
こ

と
を
切
に
お
願
い
し
て
、
当
会

議
の
第
73
回
全
国
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま

し
た
各
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
、
結
び
に
な
り
ま
す
が
自

然
環
境
の
豊
か
な
長
野
県
の
ご

発
展
と
県
民
の
皆
さ
ん
方
の
安

全
と
安
心
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

道路整備・管理の計画的・長期安定的な推進を！道路整備・管理の計画的・長期安定的な推進を！

会
長
挨
拶

会
長
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

閉
会
の
辞

閉
会
の
辞

中島一夫
全国大会実行委員会

副委員長

（
公
社
）
長
野
県
バ
ス
協
会
会
長

次
期
大
会
招
請
発
言

次
期
大
会
招
請
発
言

吉田　満
青森県

道路利用者会議会長

青
森
県
深
浦
町
長

【
国
土
交
通
省
】

丹
羽
克
彦
道
路
局
長
、
藤
巻
浩

之
関
東
地
方
整
備
局
長
、
望
月

拓
郎
中
部
地
方
整
備
局
道
路
部

長

【
長
野
県
】

阿
部
守
一
長
野
県
知
事
、
荻
原

健
司
長
野
市
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

　
全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
10
月
19
日
（
木
）
長
野
県
長
野
市
の
「
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
『
第
73
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
』
を
開
催
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
関
係
者
約
７
０
０
名
が
参
加
し
、
丹
羽
克
彦
道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣
代

理
）
、
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
、
荻
原
健
司
長
野
市
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。
道
路
整

備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

全国道路利用者会議　第73回全国大会を長野県で開催

議
長
議
長

檜山俊宏
全国道路利用者会議

筆頭副会長

広
島
県
議
会
議
員

篠
原
孝

《
参
議
院
議
員
》

羽
田
次
郎

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

由
木
文
彦
東
日
本
高
速
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
山
口
直
宏

中
日
本
高
速
道
路
㈱
建
設
企
画

部
長
、
後
藤
貞
二
西
日
本
高
速

道
路
㈱
建
設
事
業
本
部
長
、
渡

邊
良
一
首
都
高
速
道
路
㈱
計
画

・
環
境
部
長
、
南
野
智
一
阪
神

高
速
道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行

役
員
、
佐
々
木
政
彦
本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路
㈱
取
締
役
常
務

執
行
役
員

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

中
川
宏
昌
、
務
台
俊
介
、
若
林

健
太

【
祝
電
】

井
本
宗
司
福
岡
県
大
野
城
市
長

《
衆
議
院
議
員
》

井
出
庸
生
、
神
津
た
け
し
、
後

藤
茂
之
、
下
条
み
つ
、
中
川
宏

昌
、
宮
下
一
郎
、
若
林
健
太

〈
敬
称
略
〉


